
現場代理人 松沢 保宏 

 夏がやって参りました。昨年は記録的な猛暑でしたが、皆様におかれましては、熱中症に気をつけて体調を崩さぬようお過ご

し下さい。おかげさまで管内の工事は安全かつ順調に推移し、新たに工事が発注されています。 

 今回のカモシカ通信は、『平成30年度 天竜川水系尾尾余ケ沢砂防堰堤平岡工事用道路工事』の概要と、「地すべり対策事

業着工式」をご紹介します。 

 この度の工事は、飯田市と下伊那郡天龍村の境の「尾尾余ケ沢」に計画された、土石流を捕

捉する鋼製スリット型の砂防堰堤を建設するための工事用道路をつくる工事です。 

 現場は４月上旬に工事契約し、ゴールデンウィーク明けから工事に着手しました。梅雨前線

による降雨で、河川流量および湧水の増加により、若干の工程の遅れがありましたが、現在は

カゴ工（大型かご枠）の施工を順調に行っています。今後、台風が心配されますが、安全第一

で工事を進めていきます。 

 工事期間中は地域の皆様方には、工事車両の通行など、大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理

解ご協力をお願い致します。 

 公共工事を通じて地域の安全と安心、発展の基礎となるよう、 『良いものづくり』 に努め

て参ります。 

 

【工事概要】 工事用道路 Ｌ＝320m 

 ■河川土工 

   路体（築堤）盛土 約15,590ｍ3 

 ■法覆護岸工 

   作業土工 1式、カゴ工（大型カゴ枠）2,855m2 

 ■仮設工  

   土留・仮締切工 1式、水替え工 1式 

現場挨拶 

監理技術者 塩澤 義幸  

顔写真 

 天龍村、阿南町周辺の天竜川中流地区は、天竜川両岸の切り立った谷地形に囲まれ、JR飯田線は天竜川に沿って走っており、点在する集落を結ぶ道路

は地形的特徴から道幅も狭い地域です。その上、この地区には地すべり地が多数存在しており、近年は小規模な地すべりや、斜面崩落による鉄道・県道な

ど地域を支える重要交通網の運休・途絶が発生しています。この地区で規模が大きい地すべりが発生すると、地すべりによる直接被害のほか、地すべりの

土砂が河川をせき止めることで形成される天然ダムによる湛水被害、および天然ダムの決壊による氾濫被害も危惧されます。 

 

 これらのことから、地域の基幹集落である天龍村平岡地区だけでなく、同村中井侍地区、阿南町開窪地区を含めての地すべり対策が必要となっています。

今回着手式を行った直轄地すべり対策事業は、本年度から概ね20年間で、総事業費は195億円を予定しており、令和元年度は、平岡地区および開窪地区

から計画、工事が始まります。 

 

 式典では、まず始めに、主催者である国土交通省中部地方整備局の河川部長と天竜川上流直轄砂防事業促進期成同盟会長の駒ケ根市長から式辞がありま

した。この式辞のなかでは、自然災害が近年多発しており、昨年の土砂災害の発生数は過去最多であったとの説明がありました。その中で地すべり等の危

険のある当地域での事業は、地域の安心安全のため重要であり、息の長い工事となるが着実に事業を進めていきたいとの挨拶がありました。 

 来賓者様からの祝辞、国土交通省水管理・国土保全局砂防部保全課長の挨拶、天竜川上流河川事務所長による事業概要説明の後、式典を記念して、参加

者による植樹が行われました。天龍村に縁がある「カンザクラ」と阿南町の町木「ハナノキ」の苗を植樹しました。 

                     【天竜川上流河川事務所ホームページ事務所ニュースレター82号（2019/6/24）より引用】 

  

顔写真 

 去る令和元年6月15日（土）に、天龍村文化センター「なんでも館」に於いて、 

が執り行われました。 

写真 

カゴ工詳細 

写真 

水替工・床掘りのようす 

着手前 令和元年６月 

床掘り完了 大型かご枠組立て 
工事個所 
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遠山川 

記念植樹のようす 

天龍村の村鳥 

ブッポウソウ 

お お よ け さ わ 

現場に設置してある「工事説明図」 

施工箇所 
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